
３

NPO・市民活動　ミニ・フォーラム

水道の修理は「芦屋市指定水道工事事業者」へ

夜間(17：00～9：00)水道修理工事当番表【７月】

問い合わせ　水道工務課　緯38-2083

●平日の昼間は水道部へ
お尋ねください。

●土曜日・日曜日・祝日
は市役所(緯31-2121)
へお尋ねください。

●夜間の修理は右の業者
が待機しています。

問い合わせ　あしや市民活動センター　緯57-0511
問い合わせ

環境処理センター　緯32-5391

問い合わせ　環境課　 緯38-2050

　平成19年度介護保険料の「決定通知書」を、７月10日(火)ころに発送します。

　保険料の算定は、本人や家族の所得等に応じて決定されます。保険料の納め方は、

特別徴収(年金天引き)と普通徴収(納付書もしくは口座振替)があります。普通徴収

は、７月から翌年の２月までの８期に分けて年間保険料を納付していただきます。

ただし、特別徴収が開始した場合は、普通徴収の回数が変更します。

　所得が前年の半分以下になるなど、保険料の納付が困難なかたは減免を受けられ

る場合がありますので、納付期限の７日前までにご相談ください。

　保険料は制度を運営するうえで重要な財源です。ご理解とご協力をお願いします。

　所得の減少や失業等で国民年金保険料納付が困難な場合、本人の申請により免除

される申請免除制度と納付が猶予される若年者納付猶予制度があります。納められ

ないからと未納のままにしておくと、将来の年金額が減ったり、もしものときに年

金が受けられないことがあります。免除や納付猶予を受けた期間の保険料は、10年

以内に納めること(追納)ができます。ただし、承認を受けた年度から起算して３年

度を過ぎて追納する場合には、その当時の保険料に経過期間に応じた加算額が上乗

せされます。免除は本人、配偶者、世帯主（納付猶予は本人、配偶者）の前年所得等

により判定されます。

　申請には、年金手帳(納付書でも可)と印鑑(代理人の場合のみ必要)が必要です。

＊19年６月まで全額免除や納付猶予が承認されておられ、申請時に継続申請を希望

　されたかたは、申請する必要はありませんが、申請が必要なかたには文書を送付

　します。文書が届いたかたは必ず返送してください。

【申請免除制度】

　保険料の全額が免除される「全額免除」と保険料の一部を納める　　　　　　　

　「一部納付(一部免除)」があります。

　■申請免除の種類と保険料　＊全額免除以外は、保険料を納めることが必要です。

　　全額免除 0円

　　４分の１納付(４分の３免除) 3,530円

　　２分の１納付(２分の１免除) 7,050円

　　４分の３納付(４分の１免除) 10,580円

【若年者納付猶予制度】

　30歳未満のかた(学生を除く)を対象に保険料を納めることを猶予する制度です。

　市と生活協同組合コープこうべは、

環境にやさしいライフスタイルから

「ごみの減量化・再資源化」をいっ

そう進めるため、協働してレジ袋を

削減しようと、５月31日に協定を結

びました。

　市は、市民の皆さんやほかの事業

者の理解と協力を得ながら積極的に

レジ袋の削減に取り組みます。

■たばこの吸い殻・空き缶等のポイ捨て

■犬の放し飼い・ふんの放置

■落書き

■夜間(午後９時～翌朝午前６時)花火

【禁止する花火】

　ピンホイール・ヨーヨーなどの回転花火

　金魚・花車などの走行花火

　笛ロケット・流星などの飛翔花火

　乱玉・パラシュートなどの打揚花火

　スモーククラッカー・爆竹などの音花火

　※線香花火・へび玉などは禁止対象外

　本市では、清潔で安全・快適な生活環境を守

るため、市民の皆さんと連携し各種の啓発活動

に取り組んでいます。

　また、各自治会から推薦された55人のかたを

美化推進員として委嘱し、美化活動などを行っ

ています。マナーを守り、清潔・安全・快適な

まち芦屋の実現にご協力ください。

【次の行為はやめましょう】

■歩行喫煙／喫煙禁止区域(ＪＲ芦屋駅周辺)内

　での喫煙(９月１日から、過料2,000円を徴収)

平成19年度国民健康保険料の料率が決まりました

　国民健康保険は万が一の病気やケガに備えて加入者が保険料を負担し、必要な時

に安心して医療を受けるための制度です。保険料は、医療費一部(自己負担金を除く)

から、国・県等の交付金および市の繰入金等を差し引いた金額をもとに計算します。

　国民健康保険に加入されている世帯には、７月13日頃に、「国民健康保険料納額通

知書」を送付します。納額通知書発送後は、窓口等が非常に混雑する恐れがありま

すので、ご注意ください。

【年間保険料】

　年間保険料は、「医療保険分」と40歳以

上65歳未満のかたが対象の「介護保険分」

からなります。どちらも「所得割額」と

「均等割額」および「平等割額」の合計

額です。

※所得割額の算定基礎は、平成18年分の

合計所得金額から純損失の繰越控除およ

び市民税の基礎控除(33万円)を差し引い

た額です。

　所得税の確定申告または、市・県民税

の申告書を提出されたかたは、所得の申

告は不要ですが、所得のないかた、また

は所得の少ないかたは、保険料が軽減されることがありますので、「国民健康保険所

得申告書」により所得や生活状況を申告してください。

【口座振替のご利用を】

　保険料のお支払いは、便利な口座振替をご利用ください。口座振替依頼書は、市

内の金融機関、または郵便局にあります。

問い合わせ　保険医療助成課保険担当　緯38-2035

介護保険分医療保険分

　　  1.9％　  　6.5％所得割額

料　　率 　  　2.4％　　  6.5％

　  9,840円　33,120円均等割額　１人

当たりの年額 　  9,960円　33,360円

　  5,400円　23,280円平等割額　１世

帯当たりの年額 　  5,520円　23,760円

　90,000円  530,000円
賦課限度額

　80,000円  530,000円

平成19年度国民健康保険料率　下段・18年度

介護保険料の決定通知書を郵送します

問い合わせ　高年福祉課介護保険担当　緯38-2046

国民年金保険料の支払いが困難なときは

問い合わせ　市民課年金担当　緯38-2036

＊障害基礎年金・遺族基礎年金

　を請求する場合に受給資格

　期間に含まれます。

　あしや市民活動センターが、オープンしました。

　市民の皆さんに市民活動やＮＰＯをより身近に感じ

ていただくため、その内容を詳しく説明します。　

　また、市内の活動団体との交流や紹介の時間も設け

ます。皆さんの参加をお持ちしています。

■日時　７月25日(水)午後１時30分～３時30分　■会

場　あしや市民活動センター　■定員　先着50人　■

講師　あしや市民活動センター専門員・国枝哲男氏、

海士美雪氏、田辺尊史氏　■申し込み　直接会場へ　

買い物袋を持参しましょう

市民マナー条例

～ワクワク！ドキドキ！ やってみたいな市民活動～

　
大
阪
で
生
ま
れ
、
ジ
ャ
ズ
も
ビ
ジ
ネ
ス

も
知
ら
な
か
っ
た
私
が
、
芦
屋
で
ジ
ャ
ズ

ラ
イ
ブ
の
お
店
を
始
め
て
、
も
う
二
十
九

年
に
な
り
ま
す
。

　
夙
川
に
は
親
戚
や
友
人
も
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
ま
で
芦
屋
に
は
縁
が
な
か
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
不
思
議
な
ご
縁
だ
な
と
思

い
ま
す
。

　
「
レ
フ
ト
ア
ロ
ー
ン
」
と
い
う
店
名
は
、

マ
ル
・
ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
の
作
曲
し
た
ジ
ャ

ズ
の
曲
名
か
ら
つ
け
た
も
の
で
す
。
も
と

も
と
こ
の
店
は
Ｔ
Ｖ
局
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

を
し
て
い
た
人
が
、
愛
妻
を
亡
く
さ
れ
、

傷
心
の
中
で
始
め
た
お
店
と
の
こ
と
で
す
。

「
レ
フ
ト
ア
ロ
ー
ン
」
は
、
そ
の
奥
さ
ま

が
好
き
だ
っ
た
曲
だ
と
か
…
。

　
そ
の
こ
ろ
、
私
も
人
生
の
転
機
に
立
ち
、

　
　
「
こ
れ
か
ら
ど
う
し

　
　
よ
う
」
と
考
え
て
い

　
　
た
時
期
で
し
た
。

　
　
　
そ
の
夜
、
「
す
ば

ら
し
い
ラ
イ
ブ
が
あ
る
の
で
た
く
さ
ん
の

人
に
聴
い
て
も
ら
え
た
ら
」
と
オ
ー
ナ
ー

か
ら
の
依
頼
が
あ
り
、
私
は
す
ぐ
に
友
人

に
電
話
し
、
三
十
人
位
に
来
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
私
自
身
が
オ
ー
ナ
ー
と
し
て
芦
屋
で

の
ジ
ャ
ズ
シ
ー
ン
を
創
っ
て
い
く
こ
と
と

な
っ
た
の
で
す
。

　
思
え
ば
、
父
も
ジ
ャ
ズ
が
好
き
で
し
た
。

　
戦
時
中
は
、
隠
れ
て
レ
コ
ー
ド
に
針
を

落
と
し
て
聴
い
て
い
た
と
言
っ
て
い
ま
し

た
し
、
私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
は
日
常
生
活

の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
で
し
た
。

　
で
も
、
二
十
歳
代
に
は
私
は
写
真
家
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
　

　
今
も
お
店
に
写
真
が
多
い
の
は
、
そ
ん

な
私
の
こ
だ
わ
り
の
せ
い
か
も
…
。
　

　
オ
ー
ナ
ー
と
な
っ
て
か
ら
、
「
レ
フ
ト

ア
ロ
ー
ン
」
の
作
曲
者
マ
ル
・
ウ
ォ
ル
ド

ロ
ン
も
来
日
す
る
ご
と
に
演
奏
し
、
コ
ン

サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
の
公
演
後
も
立
ち
寄
り
、

ジ
ャ
ム
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
彼
以
外
に
も
、
国
内
外
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
の
交
流
は
今
も
続
い
て
い
ま
す
が
、

今
考
え
る
と
、
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
偉

大
な
人
た
ち
に
支
え
て
い
た
だ
い
た
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　
巨
人
軍
に
い
た
こ
ろ
の
松
井
選
手
も
、

試
合
が
あ
っ
て
こ
ち
ら
に
来
る
と
、
よ
く

『
く
つ
ろ
ぎ
』
に
来
ら
れ
て
い
ま
し
た
よ
。

　
芦
屋
に
来
た
こ
ろ
最
初
に
感
じ
た
の
は
、

芦
屋
の
女
性
は
、
日
本
文
化
を
基
本
に
し

な
が
ら
も
異
文
化
交
流
を
大
切
に
し
て
い

る
。
自
分
の
生
き
方
を
し
っ
か
り
持
っ
て

い
る
と
い
う
か
、
自
分
の
夢
も
教
養
も
活

か
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

　
私
は
、
そ
ん
な
女
性
が
た
に
、
自
分
の

生
き
方
に
つ
い
て
や
、
家
族
愛
、
子
ど
も

の
教
育
や
料
理
な
ど
、
生
き
て
い
く
上
で

大
切
な
こ
と
を
、
優
し
く
て
い
ね
い
に
導

い
て
い
た
だ
い
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
何
で
も
な
い
こ
と
の
よ
う
で
す
け
れ
ど
、

礼
儀
正
し
く
基
本
的
な
マ
ナ
ー
を
守
り
、

そ
の
上
で
音
楽
を
聴
い
た
り
、
お
料
理
を

楽
し
ん
だ
り
す
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
を

学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
そ
ん
な
感
謝
を
胸
に
、

自
分
の
キ
ャ
ン
バ
ス
を
真
っ
白
に
し
て
、

先
入
観
な
し
に
人
や
音
楽
と
出
会
い
た
い
。

い
つ
も
前
向
き
に
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を

エ
ン
ジ
ョ
イ
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　　
●
潘
  田
鶴
子
（
ば
ん
  た
づ
こ
）
氏

　
　
昭
和
二
十
三
年
、
大
阪
市
生
ま
れ
。

　
昭
和
五
十
三
年
七
月
七
日
よ
り
、
当
時

　
平
田
町
に
あ
っ
た
「
レ
フ
ト
ア
ロ
ー
ン
」

　
オ
ー
ナ
ー
。
平
成
元
年
八
月
に
東
山
町

　
に
移
転
し
、
現
在
に
至
る
。

　
　
現
在
は
、
夫
や
息
子
、
ス
タ
ッ
フ
と

　
と
も
に
、
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
フ
ー
ド
と

　
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
が
楽
し
め
、
来
る
人
が

　
自
由
に
自
分
の
人
生
を
描
き
加
え
ら
れ

　
る
白
い
キ
ャ
ン
バ
ス
の
よ
う
な
お
店
を

　
目
指
し
て
い
る
。
翠
ヶ
丘
町
在
住
。

撮影・桑田敬司(ハナヤ勘兵衛)

い
つ
も
真
っ
白
な
　
　
　
　
　

　
　
　
キ
ャ
ン
バ
ス
の
よ
う
に

当番日TEL店　名

１､７､13､1922-3552中央水道工務所

２､８､14､20､2622-0706原田商会

３､９､15､21､2722-3708越智商会

４､10､16､22､2832-6302㈲大阪商会

５､18､24､3031-8548前忠工業㈱

６､12､25､3122-3565序神明商会

11､17､23､2922-6900西岡設備工業所

広報あしや●　平成19年（2007年）7 月　１　日号　No.967２

 女 と 男 の参画メール
ひと ひと

女
性
の
働
き
方
に
つ
い
て

　
皆
さ
ん
は
、
現
在
の
自
分
に
あ
っ

た
働
き
方
が
で
き
て
い
ま
す
か
？

　
特
に
、
女
性
は
パ
ー
ト
ナ
ー
の
仕

事
と
の
兼
ね
合
い
や
家
事
・
育
児
を

や
り
繰
り
し
て
働
い
て
い
る
人
も
多

い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
政
府
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
で
は
、

「
働
き
方
を
変
え
る
、
日
本
を
変
え

る
」
と
題
し
た
労
働
市
場
改
革
案
の
中
で
、
既
婚
女

性（
二
十
五
～
四
十
四
歳
）
の
就
業
率
を
十
年
後
ま
で

に
現
在
の
　
％
か
ら
　
％
に
あ
げ
る
と
い
う
目
標
を

57

71

掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
働
き
た
い
の
に
働
け
な

い
」
人
が
ほ
ぼ
仕
事
に
つ
け
る
水
準
を
表
わ
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

　
女
性
の
就
業
率
ア
ッ
プ
の
た
め
に
は
、
い
ろ
ん
な

課
題
が
あ
り
ま
す
。
育
児
期
に
あ
た
る
男
性
の
長
時

間
労
働
、
出
産
で
離
職
し
た
女
性
が
正
規
で
の
再
就

職
が
難
し
い
こ
と
、
妻
が
仕
事
を
持
つ
・
持
た
な
い

に
か
か
わ
ら
ず
夫
の
家
事
時
間
が
短
い
こ
と
。
そ
う

し
た
な
か
、
働
く
女
性
は

い
つ
も
選
択
を
迫
ら
れ

ま
す
。
女
性
労
働
者
の

二
人
に
一
人
が
非
正
社

員
と
い
う
現
状
に
も
そ

の
結
果
が
表
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
自
ら
望
ん
で
い
た

と
し
て
も
、
家
事
・
育
児

の
負
担
か
ら
、
し
か
た
な
く
パ
ー
ト
に
甘
ん
じ
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
改
革
案
の
中
で
は
、
非
正
社

員
の
処
遇
に
つ
い
て
も
目
を
向
け
、
今
の
ま
ま
で
単

純
に
パ
ー
ト
を
増
や
し
て
就
業
率
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る

こ
と
は
問
題
視
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
に
合
わ
せ
た
多
様
な
働
き
方
が
で
き
る
こ
と
が

鍵
だ
と
し
て
い
ま
す
。

　
改
革
案
を
ま
と
め
た
専
門
調
査
会
の
会
長
、
国
際

基
督
教
大
学
の
八
代
尚
宏
教
授
は
「
女
性
は
経
済
活

性
化
の
貴
重
な
人
的
資
源
」
で
あ
り
、「
女
性
管
理
職

の
少
な
さ
は
、
日
本
男
性
が
例
え
ば
米
国
に
比
べ
競

争
が
少
な
く
保
護
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
、
女

性
の
能
力
が
活
か
せ
な
い
と
労
働
市
場
で
の
競
争
が

減
り
労
働
者
の
質
が
低
下
す
る
」
と
し
て
い
ま
す
。
　

　
少
子
高
齢
化
に
備
え
た
労
働
力
の
確
保
だ
け
で
は

な
く
、
経
済
活
性
化
や
国
際
的
な
競
争
力
を
保
つ
と

い
う
点
で
も
女
性
の
活
用
は
急
務
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
市
民
参
画
課
男
女
共
同
参
画
推
進
担
当

緯
映
２
０
２
３

平
成
　
年
度
の
芦
屋
市
善
行
賞
「
つ
つ
じ
賞
」
に
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
『
ナ
ル
ク
芦
屋
』
が
受
賞

　
ま
た
、
市
主
催
の
震
災
関
連
行
事
「
１
・

１
７
芦
屋
市
祈
り
と
誓
い
」
で
は
、
平
成
十

七
年
か
ら
毎
年
、
早
朝
か
ら
夕
方
ま
で
受
付

業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
「
わ
が
ま
ち
ク
リ
ー
ン
作
戦
」

へ
の
参
加
や
子
ど
も
の
見
守
り
活
動
な
ど

多
彩
な
活
動
を
展
開
さ
れ
、
地
域
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
十
九
年
度（
第
二
十
九
回
）
の
芦
屋

市
善
行
賞
「
つ
つ
じ
賞
」
を
六
月
十
九
日

（
火
）
に
『
ナ
ル
ク
芦
屋
』
に

贈
呈
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
ま
ち
の
美
化
や

親
切
な
行
為
な
ど
の
身
近
な

善
行
を
続
け
ら
れ
て
い
る
個

人
お
よ
び
団
体
に
対
し
、
六

月
一
日
の
「
善
意
の
日
」
を

記
念
し
て
、
芦
屋
市
善
行
賞

「
つ
つ
じ
賞
」
を
贈
呈
し
て

い
ま
す
。

水道水源保全作戦

　
『
ナ
ル
ク
芦
屋
』
は
平
成
十
一
年
か
ら
「
あ

し
や
喜
楽
苑
」
を
は
じ
め
市
内
の
高
齢
者
福

祉
施
設
で
、
利
用
者
と
の

交
流
、
介
助
補
助
な
ど
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
平

成
十
四
年
か
ら
は
障
が

い
福
祉
関
係
の
当
時
の

小
規
模
作
業
所
「
は
ま
ゆ

う
」
で
も
、
技
術
指
導
と

い
う
分
野
で
関
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

　「水道週間(６月１日～７日)」の一環として、６

月１日(金)に市の水道水源である芦屋川の上流部

の清掃を県芦屋健康福祉事務所(芦屋保健所)、芦

屋カンツリー倶楽部、市水道工事業協同組合、市

都市環境部、市水道サービス協会の協力を得て実

施しました。今年は770㎏のゴミを回収しました。

　タイヤ、バッテリー、冷蔵庫、ワープロなどの

ほか、道路わきには自動車の窓からポイ捨てされ

た空き缶な

どが多くあ

りました。

　市の自己

水源である

芦屋川の保

全に、市民

の皆さんの

ご協力をお

願いします。

問い合わせ　水道管理課　緯38-2080

問い合わせ
公園緑地課　緯38-2065

　「春季緑の募金」を４月１日から５

月31日まで行いました。

　自治会や学校園での募金、さらに、

４月29日(日)に阪神芦屋・ＪＲ芦屋駅

前での街頭募金においてご協力くだ

さいました皆さんに、お礼申し上げま

す。ありがとうございました。

　

春季募金額    657,887円

(内訳は下記のとおり)

　　　　家庭募金 2,000円

　　　　学校募金 269,586円

　　　　職場募金 88,192円

　　　　団体募金 244,745円

　　　　街頭募金 53,364円

春季緑の募金 参議院議員通常選挙

問い合わせ　選挙管理委員会　緯38-2100

７月29日(日)午前７時～午後８時

大
切
な
　
一
人
の
一
票
　
無
駄
に
せ
ず

【
芦
屋
市
で

　
　
　
投
票
で
き
る
人
】

●
昭
和
六
十
二
年
七
月
三
十

　
日
以
前
に
生
ま
れ
た
か
た

●
平
成
十
九
年
四
月
十
一
日

　
以
前
に
芦
屋
市
に
転
入
届

　
を
し
、
　
引
き
続
き
住
民

　
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て

　
い
る
か
た

●
平
成
十
九
年
三
月
二
十
九

　
日
以
降
に
芦
屋
市
か
ら
転

　
出
し
、
　
芦
屋
市
の
選
挙

　
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

　
る
か
た

【
期
日
前
投
票
】　

　
投
票
日
に
、
予
定
の
あ
る
か
た
は

期
日
前
投
票
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
期
間
・
会
場
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

■
市
役
所
北
館
一
階
玄
関
西
側

∧
期
間
∨
七
月
十
三
日
～
二
十
八
日

∧
時
間
∨
午
前
八
時
三
十
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
午
後
八
時

■
ラ
ポ
ル
テ
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　
（
ラ
ポ
ル
テ
本
館
三
階
）

∧
期
間
∨
七
月
二
十
二
日
～
二
十
八
日

∧
時
間
∨
午
前
十
時
～
午
後
八
時

今年回収した770㎏のごみ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
い
合
わ
せ
　
秘
書
課
　
緯
映
２
０
０
０

市民と市長の

「集会所トーク」

会　場

翠ケ丘集会所

浜風集会所

春日集会所

奥池集会所

大原集会所

潮見集会所

朝日ケ丘集会所

竹園集会所

三条分室

前田集会所

打出集会所

西蔵集会所

茶屋集会所

開催日時

７月17日(火)
午後７時30分～９時
７月19日(木)

午後７時30分～９時
７月20日(金)

午後７時30分～９時
７月21日(土)

午後２時～３時30分
７月23日(月)

午後７時30分～９時
７月24日(火)

午後７時30分～９時
７月26日(木)

午後７時30分～９時
７月27日(金)

午後７時30分～９時
７月28日(土)

午後２時～３時30分
７月30日(月)

午後７時30分～９時
７月31日(火)

午後７時30分～９時
８月２日(木)

午後７時30分～９時
８月３日(金)

午後７時30分～９時

問い合わせ　行政経営課　緯38-2005

【集会所トーク】＊直接会場へ。開場は30分前です。

老人医療

問い合わせ

保険医療助成課医療助成担当

緯38-2037

福祉医療補助制度

■「広報あしや」６月

15日号で「福祉医療補

助制度一覧」中、老人

医療の所得制限の説明

で誤った記載がありま

した。正しくは下記の

とおりです。

老人医療費助成制度

受給資格取得条件

　次の要件を、すべて満たしているか

たは申請してください。

①市内在住で65歳の誕生日の属する

　月の初日から、70歳に達する日の属

　する月の末日までのかた(月の初日

　生まれのかたは前月の末日までが

　対象となります)

②受給者本人の平成19年度(平成18年

　分)の市町村民税が非課税であるか、

　平成17年１月１日現在65歳以上で、

　合計所得金額が125万円以下の者で

　あること

③世帯で、65歳以上のかた全員の市町

　村民税の課税所得金額が、145万円

　未満であること。ただし、③の条件

　に該当しない場合でも、世帯で受給

　者本人を含めた65歳以上のかたが

　たの収入金額が合わせて520万円未

　満の場合、収入金額による資格取得

　の申請に必要なもの(健康保険証、

　印鑑〈認め印可〉、平成18年分の確定

　申告の写し等収入金額が確認でき

　る書類の写し)を持参し、下記で申

　請してください。

※収入金額とは、一切の控除を行う前の金額

　をいいます。

　
市
で
は
、
新
た
な
将
来
の
ま
ち
づ
く
り

の
基
盤
と
な
る
財
政
の
立
て
直
し
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
取
り
組
み
状
況
等
を
よ
り
よ
く

ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、
「
集
会
所
ト
ー

ク
」
を
市
内
十
三
カ
所
の
集
会
所
等
で
開

催
し
ま
す
。

　
「
集
会
所
ト
ー
ク
」
で
は
、
市
長
が
市

民
の
皆
さ
ん
に
現
在
の
取
り
組
み
状
況

等
を
ご
説
明
す
る
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く

り
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
い

ま
す
。

＊
会
場
は
、
い
ず
れ
も
約
三
十
人
の
か
た

に
入
場
い
た
だ
け
ま
す
。

＊
集
会
所
に
は
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り

ま
せ
ん
。
バ
ス
ま
た
は
徒
歩
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

＊
な
お
、
身
体
に
障
が
い
が
あ
り
、
自
動

車
駐
車
場
を
利
用
す
る
か
た
に
つ
い
て

は
、
事
前
に
行
政
経
営
課
へ
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。


